
 
資料マ高作 3-1 

情報通信審議会 情報通信技術分科会 

放送システム委員会 STL/TTL/TSL高度化作業班（第 2回） 

 議事概要（案） 

 

1 日時 

令和 7年 5月 20 日（火） 13:30～14:00 

 

2 場所 

WEB 会議での開催 

 

3 議題 

（1） 前回議事録の確認 

（2） 令和6年度の技術試験事務の成果について 

（3） 今後の共用検討の進め方 

 既存無線システムとの周波数の共用検討について 

（4） その他 

 

4 出席者（順不同、敬称略） 

【構成員】大槻主任（慶應義塾大学）、齋藤主任代理（鳥取大学）、穴澤構成員（株式会社

TBS） 、石原構成員（一般社団法人日本民間放送連盟）、安藤構成員（一般社団法人送

配電網協議会）、池田構成員（株式会社 NHK テクノロジーズ）、池谷構成員（株式会社

フジテレビジョン）、井上構成員（株式会社テレビ朝日）、今村構成員（一般社団法人

電波産業会）、遠藤構成員（日本テレビ放送網株式会社）、大廣構成員（日本通信機株

式会社）、小野構成員 （日本無線株式会社）、草野構成員 （インテルサット）、國吉構

成員 （国土交通省）、黒田構成員（警察庁）、小橋構成員（スカパーJSAT 株式会社）、

酒井構成員（日本放送協会）、鈴木構成員（一般社団法人電波産業会）、田井構成員（株

式会社テレビ東京）、高田構成員（日本電気株式会社）、中川構成員 （日本放送協会）、

中村構成員（一般社団法人放送サービス高度化推進協会）、橋構成員（株式会社東芝）、

橋本構成員（国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構）、平沢構成員（池上通信機株

式会社）、平松構成員（大学共同利用機関法人 自然科学研究機構 国立天文台）、廣

瀬構成員 （株式会社国際電気）、福元構成員（株式会社 NTTドコモ） 

【代理出席】淺井氏（一般社団法人電波産業会） 

【事務局】総務省情報流通行政局放送技術課（近藤課長補佐、服部係長、野本官） 

 

5 配付資料 

資料マ高作 2－1 STL/TTL/TSL高度化作業班（第 1回）議事概要（案）【事務局】 

資料マ高作 2－2 令和 6年度総務省周波数ひっ迫対策技術試験事務の成果概要（抜粋）

【事務局】 



 
資料マ高作 3-1 

資料マ高作 2－3 既存無線システムとの周波数の共用検討について【事務局、株式会社

NHKテクノロジーズ】 

参考資料マ高作 構成員一覧 

 

6 議事概要 

（1）前回議事録の確認 

事務局より、資料マ高作 2-1に基づき説明が行われ、案のとおり承認された。 

 

（2）令和 6年度の技術試験事務の成果報告について 

事務局より、資料マ高作 2-2に基づき説明が行われた。 

 

（3）今後の共用検討の進め方について 

事務局より、資料マ高作 2-3に基づき説明が行われた。 

主な質疑は、以下のとおり。 

（平松構成員）資料 3ページ※1国内周波数分配の脚注 J36による周波数帯の記載について、

今年度の 4 月 1 日付で改定された割当計画によると、脚注 J39 に変更となっている

ため、修正をお願いする。 

（事務局）承知した。 

 

（4）その他 

事務局から、次回の作業班は、10～11 月頃を予定している旨の連絡があった。 

（以上） 


